　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象（時間）：小学生～高校生及びその親（60～75分程度）

【ねらい】デジタル社会の中で，インターネット，スマートフォンを始めとするデジタル機器，SNSなどのコミュニケーションツールの適切な利用法について考える。

【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，三つの約束，アンケート用紙

☆対象に応じて設定時間を調整し，ワークシートにルビをふったり，言葉の説明をしたりしながら講座を進める。

	時間
	アクティビティの展開
	留　意　点
	備　考

	:
	○名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける。（ニックネーム可）
	※スケジュールを板書しておく。



	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）　自己紹介，主旨・ルール等説明
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。

○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
	

	：
（10分）
	アイスブレイク（雰囲気づくり）
「瞬間グループ分け」

○テーマに関する質問をして，当てはまるところに分かれ，グループを作る。

○グループ内で自己紹介をする。
	○初対面の人同士の場合，自由に意見を出し合うためのウォーミングアップとする。
○質問の例（※作りたいグループ数に合わせて選択肢を調整する）
　・スマホがなくても（①大丈夫②不安③とても不安）

　・スマホの充電何％になると不安？（①80%②60%③40%④20%）

　・主な利用状況は？（①動画視聴②音楽視聴③ゲーム④情報検索）

　・子供にスマホを持たせるならいつからOK？（①小
学生②中学生③高校生）

→この間にワークシートを配付する。
	・グループ数に応じて，机を配置

	：
（５分）
	○タイトル，ねらいを読む。


	○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保守），ただし，言いたくないことは話さなくても良い。（パス有り）

〇表紙のイラストからデジタル機器の便利さについて触れる。
	

	：
（５分）
	＜考えましょう①＞
○問題点だと思うものに〇をする。
	〇複数選択してもよいことを伝え，和やかな雰囲気で参加できるようにする。
	

	：
（15分）
	＜考えましょう②＞
○設問に記入し，話し合う。

○話し合ったことを紹介する。
	○「考えましょう①」で考えた問題点をもとに，起こりうるトラブルについて考える。

○情報交換が充分できるよう，時間を確保する。
	【手持資料】

「スマホ時代のキミたちへ」を配布してもよい。

	：
（10分）

	＜考えましょう③＞
〇気になる事例を選び話し合う。

※60分で実施する場合はカットする。
	〇全ての事例について話し合う必要はない。

〇参加者の個人情報の扱いについては「三つの約束」の秘密の保守を確認する。

〇詳しく知りたい方には「インターネットトラブル事例集2020」を紹介する。
	【参考】

・インターネットトラブル事例集2020

	：
（15分）
	＜考えましょう④＞

〇設問に記入し，話し合う。
	〇デジタル機器の利用は，被害者だけでなく，加害者にもなりうることを確認する。
	

	：
（５分）
	＜参考資料＞
・フィルタリング機能の確認。

・保護者の責任の確認

※60分で実施する場合はカットする。
	〇フィルタリング機能は，子供をネットトラブルから守るための非常に効果の高い対策であることを伝える（国や県でも推奨している）。

〇ネットトラブルの対策は保護者が主体的に関わる必要があることを確認する。

〇具体的な方法は，携帯電話取扱店に相談してもらう。
	

	：
（５分）
	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートへ記入する。

○ファシリテーターの話
	○話し合ったことを思い出し，学習を振り返る。

〇参考資料を配布してもよい。
	

	：
（　分）
	○終了・片付け
○アンケート記入
	→参加者全員で行う。
→アンケート記入者から流れ解散。
	・現状復帰

	〈メモ〉


対象（時間）：小学生～高校生及びその親（60～75分程度）
教材番号　26-2








スマホ時代の子供たち　～身につけたいスマホリテラシー～
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